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はじめに

平成 29年第 2 宮古島市議会の開会にあたり、市政運営H

についての私の基本的な考え方と主要な施策の概要をご説明

し、議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協力を賜りたい

と存じます。

去る 1月 22日 に執行された宮古島市長選挙において、市

民の負託をいただき、引き続き市政を担うこととなりました。

改めて、その職責と使命の重さを実感しているところであり

ます。

私は、平成 21′年の市長就任以来、「地域の均衡ある発展」

を市政運営のテーマに掲げ、市民が安心して暮らせるまちづ

くりの推進に全力で取り組んできたところであります。「

この間、危機的状況にあった市の財政について、徹底した

行財政改革を行った結果、財政基盤は、確実に健全化が図ら

れています。また、市民の身近な課題に直結した施設整備を

はじめ、医療・福祉・教育・文化の充実を積極的に図つてま

いりました。加えて、経済については、農業・観光を中心と

した産業の強化を図ったことで大きな進展を見せており、全

国の成長カランキングにおいても全国6位となるなど、これ

まで官民一体となって取り組んだ諸施策が着実に実を結んだ

結果だと思っています。

活力ある経済の好循環は、教育・医療 b住民福祉の向上な

ど、様々な面で市民生活の充実に繋がるものであり、この成

長力の維持と(さ らなる飛躍発展を目指すため、私はこの託

された4年間の任期を「躍動 I元気・活気溢れる島づくり」
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に全力で取り組んでまいります。

さて、昨年国内では、熊本地震、鳥取県中部地震による家

屋の倒壊や相次ぐ台風土陸による土砂災害に見舞われまし

た。被災地の‐日も早い復旧と復興を願 うものであります。

一方、ブラジルで開催されたリオデジャネイロオリンピッ

クにおいては、日本挫手が活躍し、金メダル 12個を含む過

去最高のメダル数を獲得するなど大いに盛り上がりました。

本市においてはヽ活気冷れる好景気の一年でした。その中

で農業は、日照不足によリマンゴーの収穫量は減少したもの

の、サ トウキビは天候にも恵まれた結果、40万 トン台と近 |

年にない大豊作となることが見込まれております。また、子

牛の取引価格は高値で安定して推移しており、販売実績は、

初の45億円余を達成しました。さらに、新食肉センタ~が

稼働したことから、同センターを活用した肥育牛や豚の流通

形態の確立、ブランド化に努めてまいります。

水産業については、漁業生産額の向上と経営の安定化を目

指し、水産資源の保全・

を促進しますと

復、水産業の多角化等の取り組み

観光業については、航空路線の拡充やクルーズ船の寄港

数の増加により、入域観光客数は70万人を達成する見込み

であり、今後、観光客の受け入れ体制の整備を積極的に推進

します。

この好調な経済を背景に、昨年 12月 の有効求人倍率は 1.

61倍と過去最高値を更新し、県や全国の有効求人倍率を上

つており、今後は就業条件の整備に努めてまいります。

生活環境については、長年懸案でありました新ゴミ処理施
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設が供用開始され、さらにゴミのリサイクル・資源化が可能

となるリサイクルセンターの建設が始まり、資源循環型社会

の実現や市民生活の向上に向け着実に進展しているところで

す。

私は、昨年6月 に市民の生命 ↓財産、平和と安全を守るた

め、宮古島への陸上自衛隊の配備については了解することを

表明しました。引き続き、地域住民をはじめ市民の皆様に対

し、配備計画の丁寧な説明を防衛省に求めてまいります。

ここまで 2期 8年間の市政運営及び 3期 目に向けての決意

を述べてまいりましたが、それでは、市政運営にあたっての

基本的な考え方を申し上げます。

第一章 市政運営にあたっての基本的な考え方

1.男女共同活躍社会の実現

国は、女性活躍加速のための重点方針において、「あらゆる

分野における女性の活躍」、「女性の活躍を支える安全・安心

な暮らしの実現」、「女性活躍のための基盤整備」を柱とした

取り組みを推進しています。    ィ

この方針を踏まえ、本市においても、男女が共に活躍でき

る社会の構築を実現するため、「宮古島市男女共同参画推進条

例」を制定し、あらゆる分野における女性の活躍を支援する

取り組みを官民挙げて推進します。

女性が活躍する機会は、教育や福祉の分野をはじめ、様々
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な地域活動など、多様な広がりを見せております。人口減少

や少子高齢化が進んでいく中で、女性の活躍を促進すること

は、労働力を確保し、企業の競争力を高め、地域の発展につ

ながるものと考えています。

今後とも、男女共同参画社会の形成に向け、男女平等観を

育む教育・学習機会を提供し、一人ひとりの女性が安心して

働くことができる環境を整備することにより、すべての女性

が活躍できる社会を推進してまいります。

また、男性の暮らし方・意識の変革も重要であることから、

家事、育児や介護への積極的な参加を促す機会を創出し、男

女が尊重し合い、共同して活躍する社会づくりの実現を目指

します。

2.「生きる力」を育み次代につなげる人づくりの推進

将来を担う子どもたちの教育環境は、国際化、情報化など

急速に進展する社会ガ呆―境の変化に伴い、教育内容は多様化し

ています。このような時代変化に柔軟に対応し、心豊かにた

くましく生きるためには、学校教育の充実及び家庭・地域が

連携した学習規律や基本的な生活習慣の確立が必要です。

このことから、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和

のとれた「生きる力」を育むとともに、子どもたち一人ひとり

の能力や個性が発揮できる環境づくりを推進し、久代につな

げる人材育成に取り組みます。

また、学校教育の情報化を推進し、児童生徒の学習意欲の

向上に努め、学力のさらなる底上げに取り組むとともに、学

校規模適正化を推進し、学校施設の計画的な整備を進めます。
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さらに、国際化や情報化の進展に伴 うグローバル社会に活

躍できる人材を育成するため、国内外との交流事業等に積極

的に取り組みますЬ

3.市民ひとリー人が安心して暮らせる福祉の充実

女性の社会進出や就労形態の多様化など、子育てを取り巻

く環境は大きく変化しており、活力ある宮古島市を展開する

ためには、安心して子どもを産み育てる環境づくりが重要で

す。

そのため、子育て世代に配慮した支援体制について、取り

組みを強化します。その方策として、待機児童の解消に向け

て、保育士の確保に努めるとともに、質の高い幼児期の保育・

教育の総合的な提供や地域のユエズに合わせた子育て支援の

充実に努めます。また、子どもの貧困問題については、子ど

もたちの明るい未来を築くため、貧困が連鎖することがない

よう実態把握に努め、子どもの居場所づくりを整備します。

地域の福祉力向上を図るため、コミュニティーノーシャル

フエカ‐の配置を進めるとともに、小地域ネットフエクの構

築を促進し、安心して生活できる地域社会づくりに取り組み

ます。また、高齢者が生きがいを持つて生活できる環境づく

りを進めるとともに、介護を必要としない元気な高齢者の支

援に向け、取り組みを強化します。

4.活力と賑わいのある豊かな島づくりの推進

本市の主要産業である農業は、農地やかんがい排水施設等

の基盤整備は着実に進展していますが、農業従事者の高齢化
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が進み、担い手の確保・育成が大きな課題となつています。

そのため、経営規模の拡大や収穫作業の省力化を推進し、儲

かる産業としての育成を進めます。

肉用牛については、好調な子牛の取引価格を維持するため、

農家の飼養管理技術の向上を図り、優良な子牛の生産体制の

構築に取り組みます。また、平成28年 4月 に「新食肉セン

ター」が稼働し、宮古島産食肉の供給体制が整備されたこと

から、肥育牛・豚のブランド化に向け(取 り組みます。

水産業については、漁獲量の低迷や水産資源の減少を受け、

依然として厳しい状況が続いています。海業センターを改築

し、安定的な種苗生産供給体制の構築や養殖業支援体帝Jの強

化を図り、経営の安定化に向け、取り組みます。

観光業については、海外からのクルーズ船の大幅な寄港の

増加に加え、海外チャーター便や年間を通した本土との航空

直行便の就航など、本市を訪れる観光客は飛躍的に増加しく

これらを背景とした県外企業が本市へ進出するなど、本市の

り‐ディング産業として地域の経済に与える効果も大きくな

っています。

今後とも、海外からのクルーズ船の寄港は増加することが

見込まれており、また、新たに、宮古―名古屋間の航空直行

便の就航が予定されています。

これらの観光需要の増大に対処するため、受け皿となる人

材の育成や国際化に封応した多言語化の推進、主要観光地の

整備と併せ、県と連携した超高速通信環境の整備を図ります。
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第二章 重点施策

1.男女が共に支え合 う男女共同活躍社会の実現

本市において、女Jl生が活躍する機会は雇用の場をはじめ地

域、行政機関などの分野で着実に浸透しあつありますが、女

性管理職登用をはじめ、地域活動など社会全般にわたり、女

性 リーダーの育成は、未だ十分とはいえないのが現状です。

そのため、女性の職業生活における活躍推進計画を盛り込

んだ「第 3次宮古島市男女共同参画計画 (う ぃ・ず うプラン)」

を策定しました。これに基づき、全ての市民が互いの人権を

尊重し合い、性別に関わらず、その個性と能力を充分に発揮

できる「男女共同参画社会」の実現に向けた取り組みを着実

に推進してまいります。

特に、女性が安心して働ける職場環境の整備を図ることに

より、ワーク・ライフ・バランスのとれた社会の実現を目指

します。併せて、保育園や学校での教育、講座や展示会など

の開催を通し、広報啓発活動の推進に努め、地域力の向上を

図ります心

2.心豊かに学び地域の文化を育む人づくりの推進

本市の児童生徒の学力は、平成 28年度全国学力・学習状

況調査において小学校では全国水準に達し、中学校において

も全国との学力の差が縮小傾向にあるなど、これまでの取り

組みの成果が着実に表れています。引き続き、児童生徒の確

かな学力の向上に向け、「わかる授業」の構築に努めるととも

に、教員に対する専門的・技術的な研修等を充実させ、さら
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なる学力向上に向け取り組みます。

幼児保育についてはヽ市立幼稚園の園児を対象に午後の預

かり保育を引き続き実施し、子どもの発育に対応した適切な

保育を進め、幼児の居場所づくりを進めます。

学校教育については、児童生徒の学力向上及び豊かな心を

育むこと等を目的として、市立幼稚園、小・中学校が独自に

企画・運営する魅力ある学校づくりの取り組みを支援します。

また、教育現場への情報通信技術の活用に向けての取り組

みを強化するとともに、問題を抱える児童生徒の自立支援を

促すため、!ス クールノーシャルワーカーを配置します。

学校給食については、安全・安心な給食の提供に努めると

ともに、子育て支援の一環として給食費の半額を助成し、保

護者の負担軽減を図ります。

教育環境の整備については、小・中学校の普通教室への空

調機器の設置に向け取り組みます。また、学校規模適正化の

一環として、伊良都地区小中一貫校 「結の橋学園」の平成 3

1年 4月 の開校を目指し、整備に着手します。

また、本市には専門学校等の高等教育機関がなく、高等学

校卒業後の進学は、必然的に市外へ転出していく現状にある

ことから、若年層の定住促進及び社会の多様なニーズに応え

る高等教育機関の設置の実現に向け取り組みます。

生涯学習については、市民の学習ニーズに対応した講座を

開催するとともに、生涯学習フェステイバルを通し、学習活

動への参加を促進します。また、青少年情操教育の二環とし

て、新潟県上越市板倉区や岐阜県白川町、台湾台中市との交

流事業を継続して実施します。
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生涯スポーツについては、各種スポーツ教室・講習会を開

催するとともに、不ポーン指導者の育成を図ります。また、

市民の健康増進・体力向上を図ることを目的に、「体カテスト」

と「ウォーキング教室」を開催します。

文化振興については、方言伝承事業に加え、文学的な才能

を持つた人材を発掘し育成することを目的に、新たに、「宮古

島文学賞」を創設します。

文化ホールについては、「マティグライブ事業」、「マティダ

お笑い劇場事業」等の自主事業を実施し、市民文化活動に参

加する市民の拡大と、子どもたちの豊かな創造性と情操の育

成を図りま
｀
す。

文化財については、「アラフ遺跡及び 忠導氏仲宗根家Jの

学術的発掘調査、及び「尻並遺跡」、「尻並第 2遺跡」、「友利

元島遺跡」の報告書を作成します。

3.安心して子育てができる環境づくりの推進

急速な高齢化と人口減少は、地域社会の活力の低下による

社会経済への影響があることから(妊娠から子育てまでの支

援や待機児童の解消等ヽ安心して子育てができる環境づくり

を推進し、活力ある社会の形成に努めます。

そのため、子育て支援として、ファミリー・サポー ト・セ

ンター事業により、保護者の育児、就労の相互援助活動を支

援します。|

保育についてはヽ充実した保育を促進するため、法人保育

園、認定こども園、小規模保育事業等施設に対し運営費の助

成を行います。
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また、待機児童の解消を図るため、引き続き認可外保育施

設の認可化を促進するとともに、保育施設の増改築による保

育所の定員拡大を図ります。また、保育士を確保するため就

労に係る費用等を助成します。

次代を担う子どもの誕生を祝福し、その健やかな成長を願

い、出産祝金の′支給を継続して実施します。

子どもの貧困対策については、子どもたちの成育環境の整

備を図るとともに、教育を受ける機会の均等化、生活の支援、

保護者今の就労支援など総合的な対策を推進します。また、

公的施設を活用した放課後児童クラブの施設を整備し、子ど

もの居場所づくりを提供します。

「県中央児童相談所宮古分室」が4月 から開所されること

から、下時保護などの機能が強化され、重大事案への素早い

対応が可能となります。今後も、さらなる児童福社の向上に

取り組みます。

4.住み慣れた地域で健康に安心して暮らせる医療・福祉の

充実

核家族化や一人暮らし高齢者の増加、価値観の多様化など、

社会環境が大きく変化する中、市民が求める福祉二∵ズも多

様化しています。誰もが住み慣れた地域で安心して自立した

生活ができるよう、医療のサ‐ビ不及び高齢者・障がい者福

社の充実に取り組みます。

また、福祉に関する情報を一元化し、わかりやすい内容で

市民へ情報提供が行えるよう「宮古島市福祉便利帳」を作成

します。
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医療については、新たに、子どもの医療費「窓口無料化 (現

物支給)」 の開始に向け取り組みます。これにより、健康保険

適用分の医療費の自己負担額について、窓口で支払う必要が

なくなりますも

また、子宮頸がん予防フクチン接種の副反応の疑いのある

者への渡航費・医療費等及び、特定不妊治療及び難病患者等

にういての渡航費の助成を行います。そのほか、高齢者の肺

炎球菌予防接種及びインフルエンザ予防接種費の助成を行い、

高齢者が安心して暮らせるよう努めます。

また、介護事業では、ICTを活用したサービスを実施し、

ケアの標準化、利用者満足度等の改善`向上に取り組みます。

休日・夜間救急診療所は、救急患者の一次医療を担つてお

り、県立宮古病院と連携し円滑な医療体制の向上に努めます。

併せて、医師・看護師の安定確保に向けて関係機関と連携

し、地域完結型の医療体制の構築に努めます。また、救急事

案の増加や複雑化する災害に封応するため、救急救命士の育

成、確保及び救急技術等の向上を図るとともに、市民へのA
EDを使用した応急措置の普及・啓発に取り組み救命率の向

上に努めます。

障がい福社については、地域生活を希望する長期入院 (入

所)者に対し、住宅入居等支援事業を新たに開始します。ま

た、入院する重度心身障害者 (児)の家族の介護負担を軽減

するため、障がい者等入院時意思疎通事業を継続して実施す

るとともに、自立支援給付事業では、障がい者 (児)の二∵

ズや障害支援区分の程度に応じ居宅介護及び訓練等給付金fな

どを支給し、日常生活及び社会生活を総合的に支援しますと
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市民の健康保持については、本市の平均寿命が県内最下位

となつており、乳児から成人までの肥満対策が急務となつて

います。そのため、学校・企業・団体・マスコミ等、地域と

連携した生活習慣改善の取り組みを促進するとともに、市健

康づくり推進員や食生活改善推進員の人材育成に取り組みま

す。

51島の生業 (経済)を支える産業の振興と雇用の創出

農業基盤については、生産性の向上を図るため、城辺地域

の大牧西地区、下地地域の入江東地区、上野地域の竹後原地

区、伊良都地域の南上原地区など、 7地区で土地改良事業や

畑地かんがい施設整備を実施します。併せて、老朽化してい

る浸透池等のフェンスや柵の補修を行い、安全′
l生の向上と適

正な維持管理に努めます。

さとうきびについては、野ノからの被害軽減を図るため、

航空防除を再開します。併せて、病害虫の防除対策や緑肥、

有機質肥料に、よる良質な土づくりを推進するとともに、農家

の高齢化に伴う労働力不足に対処するため、ハーベスター等

の導入を促進します。また、新たな農業経営者の支援を促進

し、担い手の確保に努めます。

園芸作物については、航空機及び船舶輸送の併用により、

滞貨問題が解消されていることから、生産規模の拡大に向け、

災害に強い生産施設の整備を進めます。

畜産については、優良な繁殖牛、肥育素牛を導入する農家

に対し支援するとともに、良質な飼料の自給率の向上を図り、
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子牛の拠〃点産地としての形成に努めます。また、平良港が検

疫の強化港として昨年指定されたことから、引き続き、国や

県と連携し、防疫体制の強化を行います。

水産業については、モズク養殖の経営の安定化に取り組む

とともに、漁港や堤防、クルマエビ養殖施設の長寿命化に向

けた保全計画を策定し、水産基盤施設の充実強化を図ります。

また、伊良都漁業支援施設の効果的な活用をはじめ、漁業

と観光業がリンクした6次産業の振興を図ります。

観光については、海外からのクルーズ船の寄港が大幅に増

加することが見込まれており、加えて本土との直行便の就航

など、多くの観光客が本市を訪れることが期待されています。

好調な観光を牽引するため、主要観光地への情報通信ガ呆―境 (W
i― Fi)の整備を進め、来島する観光客の利便性、満足度

の向上を図ります。

また、平良港が国際クルーズ拠点を形成する港湾に選定さ

れたことから、大型クルーズ船の寄港に対応したバース及び

受け入れ施設の整備に取り組みます。

下地島空港及び周辺用地の利活用については、昨年 11月

に伊良部地区において、利活用促進を求める住民大会が開催

されました。これを受け、事業提案されている空港ターミナ

ル整備等について、関係機関と積極的な協力・連携を図り、

本市の特性と魅力が発揮される利活用となるよう取り組みま

す。

商工業については、伝統工芸品である「宮古上布」の振興

を図るため、後継者の育成を図り技術の伝承に努めるととも

に、宮古上布織物従事者団体の活動を支援し、生産拡大に取
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り組みます。

またく
1観

光客が大幅に増えるこ
4と

から、お土産品、加工品

等の商品開発の支援を行います。

6.美しい自然と共に生きる資源循環型社会の推進

いつまでも安心して住み良い豊かな島づくりとして、自然

ガ呆―境を保全しつつて資源を有効活用した産業振興を総合的に

実現するエコアイランドの取り組みを推進しますと

地下水の保全については、市民生活や産業基盤を支えるか

けがえのない資源であることから、継続して水質モニタリン

グや適正な採取及び排水処理の指導を行います。また、新た

に、白川田湧水地付近の空洞調査、平良地下水流域の塩水状

況等調査を実施し、水道水源保全地域の地質的構造及び塩水

侵入状況の把握などの実態を明らかにし、地下水保全対策に

努めます。

資源の活用については、昨年4月 から、新ごみ処理施設が

稼働しており、これと合わせ、ごみのリサイクルや資源化に

向け、リサイクルセンターの工場棟の建設に着手します芯́ま

た、ごみ処理の仕組み、環境今の配慮やリサイクルの方法に

ついて、楽しみながら学習できるプラザ棟の整備に向け、準

備を進めます6

さらに、再生可能エネルギーを最大限活用しつつ、島全体

でエネルギーを効率的に利用する仕組みづくりを行い、国内

初となる島嶼型スマー トコミユニティを自指し、実証事業を

行います。

また、地下資源である天然ガス及び付随水 (温泉水)の利

14



活用についての事業化に向けた調査を行い、新たな産業や雇

用の創出を目指します。

さらに、市民主体の活動を支援する仕組みづくりを行い、

エコアイランド宮古島のブランド化を進め、交流人口の拡大

に努めます。

電気自動車は、二酸化炭素 (C02)つ H出の抑制や、災害

に伴う停電時の電源としても活用できることから、車両導入

支援や充電インフラの整備、普及啓発などに努めますざ

不法投棄ごみについては、平成21年の不法投棄ごみ量は、

1万 4,800ト ン余りでありましたが、平成26年には40
0ト ン余りとなり、大幅に改善されました。引き続き監視や

パトロール指導を実施するとともに、環境美化への啓発・広

報活動に取り組み、ごみの無い美しい島づくりを目指します。

ラムサール条約登録湿地である与那覇湾については、「与那

覇湾及び周辺利活用基本計画」に基づき、市民や観光客が楽

しみながら賢く利用出来る水辺環境を整備しますb

これらの施策を通し、自然や景観に調和した花と緑あふれ

る島を目指すとともに、サンゴ礁や海岸線などの環境保全・

再生に努め、人と自然が共生できる社会を構築します。

7.市民生活に密着した生活環境基盤の整備

航空路線の拡充やクルーズ船寄港数の増加など、入域観光

客数も大幅に増加していることから、市民及び観光客等の路

線バスの利便性向上を図り、地域にとって望ましい交通ネッ

トワークの形成に努めますとまた、下崎～西原線、添道 1号

線を含む4路線で道路改良事業を実施します。併せて、道路
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の幅員が狭く歩行者の安全確保が困難な道路についても道路

改良事業を実施し、生活環境の向上を図ります。

快適な居住環境の形成を目指し、「宮古島市バリアフリ▼基

本構想」に基づき、公共交通機関、建築物、道路、公共施設

などのバリアウリー化に向けた取り組みを推進します。

また、平成 28年に実施した実態調査に基づき、「宮古島市

空家等対策計画」を策定し、利用可能な空き家を地域資源と

して活用するなど総合的な空家対策の推進を図ります。

さらに、公営住宅の整備事業を引き続き実施し、生活の安

定と社会福祉の推進に努めます。

宮古圏域の人 ,物の流れの拠点として重要な役割を担って

いる平良港については、国や県と連携を図りながら新たな「平

良港港湾計画」を策定し、災害に備えた耐震強化や道路・イン

フラの整備に取り組みます。

県営広域公園については、県と連携を図りながらスポ▼ツ

と防災拠点としての施設機能を兼ね備えた施設の早期整備に

取り組みますと

地域づくりについては、1地域住民のコミュニティの拠点と

なる集落施設の整備、地域づくり活動のリエダーとなる人材

の育成を図ります。併せて、市民が主体となり地域の課題解

決に向け取り組む団体にたいし支援します。

情報通信技術については、医療・福祉・教育など、幅広い

分野において画期的な技術やサービス導入が期待されている

ことから、「超高速ブロードバンド」の整備に取り組み、住民

サ下ビスの向上に努めますと

16



8.将来を見据えたリーディングプロジェクトの推進

本市の振興発展の基盤となるプロジェクト事業の推進に

ついては、これまで海中公園の整備をはじめ各種観光関連施

設、新ゴミ処理施設、葬斎場など、観光、生活に密着した施

設の整備、地域経済の活Jl生化を牽引するスポーツ観光交流拠

点施設を整備してきました。

さらに、市の自立発展を促進するためには、中・長期的視

点に立ったプロジェクトを推進する必要があります。

現在取り組みを進めている未来創造センターの建設がいよ

いよ本格化してまいります。市民の学習の場や生涯学習の拠

点として期待されており、平成 30年 12月 の供用開始に向

け取り組みます。

博物館の建設については、具体的な方向性を取りまとめる

基本構想、基本計画の宋定に着手します。

総合庁舎の建設については、合併特例債の活用期限である

平成 32年の完成に向け、庁内での検討委員会や有識者及び

市民代表を含めた委員会を設置し、各地域の意向調査も踏ま

えながら、市民の利便性の向上及び業務の効率化を図るため

議論を進めています。

9D効率的・効果的な行財政運営の推進

市町村合併による地方交付税の特例措置が終了し、段階的

に普通交付税の縮減が始まつています。一方で、社会保障費I

や医療費は増加が見込まれ、今後も厳しい財政状況が想定さ

れます。市税の徴収強化による歳入増に努めるとともに、宮

古島市公共施設等総合管理計画に基づき、長期的視点で施設
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等の更新や統廃合、長寿命化を行い、財政負担の軽減、平準

化を図ります。併せて、施設の適正な配置を行い、行政経費

の縮減に努めます。

ふるさと納税については、昨年 10月 からインターネット

による受付体制が整備されました。今後は、返礼品目の拡大

などにより、納税で応援してくださる皆様に姑し、宮古島が

より身近に感じられるように、制度の充実を図るとともに、

本市の魅力を全国に発信してまいります。     
イ

市民サービスについては、4月 からマイナンバーカ∵ ドを

利用した住民票などの諸証明書を全国のコンビ手から交付で

きるサービスを実施し、市民の利便Jl生向上を図ります。

平成 28年度に策定した「第 3次集中改革プラン」に基づ

き、PDCAサ イクルで進行管理を行い、31き続き行財政改

革を推進します。

行政組織については、福祉調整課を福祉政策課に改め生活

困窮者への自立に向けた支援や子どもの貧困に関する業務を

移管し、全世代の貧困問題業務に取り組む 「地域福祉係」を

新設します。

また、幼稚園と保育所の管理運営の効率化を図るため、児

童家庭課内に新たに「幼稚園係」を設置します。幼保事務の

一元化により、保護者の実情に応じたきめ細かな子育て支援

に取り組みます。

さらに、農地整備課とむらづくり課を統合し、「農村整備課」

に改め、農地整備率の向上や収益Jl生の高い農業経営に向けた

農業農村整備事業の強化を図ります。

浄水場運転管理の休 日及び夜間帯の業務を民間に委託し、
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効率化を図ります。

職員研修については、市民サービスの向上に繋がる研修、

業務遂行に必要な研修等の充実を図ることで、職員の人材育

成や資質向上に努めます。
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おわりに

平成29年度はヽスポーツ観光交流拠J煮施設がいよいよ供

用開始されます。様々なイバントの開催が天候に左右される

ことなく行われることから観光産業の新たな呼び水として、

大きな期待をしています。

平良港については、脹水地区複合一員輸送ターミナルが 1

2月 に供用開始を予定しております。さらには国の施策とし

て官民連携による国際クルーズ拠J煮を形成する港湾として同

地区が挫定されたことから、新たに14万 トン級の大型船に

対応したふ頭の整備に取り組み、成長著しい観光産業のさら

なる充実を図ります心

本市の振興発展の起爆斉1と なる下地島空港にういては、利

活用候補事業として、国際線及び国内iCCの就航を目指し

た空港ターミナル施設の整備や航空パイwン ト養成等が提案

されています。

今後、事業計画が大きく動き出すことが見込まれておリー、

引き続き関係機関と連携し、利活用の実現に向け取り組みます。

市町村合併から11年が経過していますが、合併後に策定

したィ第 1次官古島市総合計画が平成28年度で終了すること
:

から、本市の実情に沿つた明確なビジョンを示した、向こう

10年間の第 2次宮古島市総合計画を策定しました。本計画

は、市の新たな発展に向けて、市民生活の向上をはじめとし

た社会基盤の整備を推進するものであります。      |
最後になりますが、市民の皆様、そして市議会議員各位の

ご理解とご協力をお願い申し上げ、私の施政方針とします。

平成 29年 3月 2日

争残伸4下差 J
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平成 29年度 主要事業一覧

一連
番号

事 業 名 事 業 概 要 卜士費l千円l 所管部 所管課
新規
課締

勢 1章 地下水や豊かな自然重壌と共生したエコアイランド宙古

第1-節 かけがえのない地下水の保全

算2節 美しい島|● |ヽり の推輩と美.しい海の保全
:

第13節 森春の保全と花と緑0島づくりの雄準

第4節1情環型社1会の構築

第2章 子どもたちが集額にあふれ活力と郷土愛に満ちた富古

1 地下水保全対策事業

された「第3次地 I冨 百
継続の更なる市

に タ る。また、
して な地下水採

めるよ

5,260 生活環境部 環境衛生課 継続

2 1不 法投葉・散恥 ごみ監視事業
不法投棄ごみの監視・パ トロール及び指導を行 う

M封 錦賊部 環境衛生課 継続

1環
境保全対策 事業3

扇家電の沖縄本島までの輸送受
輸送貴の助成等

使用済自動車の冨百・那期間の海上
84,6321 生活環境部 環境衛生課 継続

4 特定森林造成事業

森林の生産力の回復及び増進の観点か ら、

作放棄地を対象として、土壊条件の改良、

単層林整備 (新植)    0 5 0 ha

森林の成長不良な土地や耕

植栽等を行 う。
1. 839千 円 1 839 農林水産部 みどり推進課 継続

5 森林環境保全直接支援事業

流域における水源涵養機能、又は山地災害防止機能の維持管理を図る

為の森林施業及びこれに必要な整備を行 う。

単層林整備

複層林整1薦

(受光伐・

保育

(新植 )

樹下植栽 )

2. 0 0ha
4 5 0 ha

除伐等

185 6 0ha
6 5 0ha

110,412 農林水産部 みどり推進課 継続

バイオエタノール製造 ,流通事業

キビのカスケード利用によ
的 と ぃバィォ 110,159 企画政策部

エコアイランド推進
課

継続

7
島嶼型スマー トコミュニティー

実証事業 尋:己寝婁ぞ些言璽岳ヨミ畳]景イそ三柁暑a傘E募3字ヨ要ζ肇命
の構築を目指 します。                __

206.441 企画政策部
エコアイラン ド推進

課
継続

8 宮古島市天然ガス資源利活用推進事業

城週パ リ鉱山 (活I

泉水 )

け
し

望―ケ

テ ィ

52.000 企画政策部
エコアイランド推進

課
継続

9 エコアイラン ドブラン ド化推進事業

をブランド化し、
波及効果を高める

る こ

とけ と に 、市民等の主体的

う情報共有や各種に

う新た 目

12,000 企画政策部
ン ド推進エコアイ

課
継続

10 電気自動車普及促進事業 (沖縄振興 )

生活の質 (00L)の向上

的 と して を図るためには、 ン フ

る

リ ッ 、メンテナ 係機

関 しつつ、これらに必要と

20,000 企画政策部
エコアイラン ド推進

課
継続

:第イ節子どとたち'の 「―主きるlヵ」を育む学機独育の推進

11 教育研究所運営事業

教育に関する専門的
めの運営管理資。

技術的事項の研究及び教職員の研修に資するた
6,73' 教育部 学校教育課 継続

12 宮古島市立幼稚園預か り保育事業
轟凛具富茫鞍警異程森瞑暑窪秤aF甥贅冒留弯扉辱マむ垂騒そどとそ
に保護者の子育て支援を行います。

24,530 福祉部 児童家庭課 継続

13 学力向上対策事業

確かな学力の定着、豊かな人生の育成、健康・体力の育成に係る手 I負

について取 り組みの充実を図る。 12,988 教育部 学校教育課 継続

14 課題を抱える児童生徒の支援事業

問題を抱える児童生徒の自立支援を促すため、スクJレツーシャルワーカー(6人 )

を学校教育課に配置する。 15,068 教育部 学校教育課 継続

15
人材育成特別推進事業

(魅 力ある学校づくり推進事業補助

金 )

向上、豊かな心を育む取り組み等を目的
中学校が独自に企画・運営する魅力ある

る 。 8,00C 教育部 学校教育課 継続

16 宮古島市次世代教育 ICT整 備事業 号蜃ξ写目:骨景写:g言:身暴と号;::ξ争とこF争握馨女捩手 3,853 教育部 学校教育課 継続

17 海外ホームステイ補助金 稟菖愚更密C宅磐亀写史ξ懇継ヒ象墓憲讐零客「環素竃免千k石ン粛
オアフ島 マウイ島)

3.000 教育部 学校教育課 継続

継続
・学校規模適正化の推進 (伊 良部島小

中一貫校・城辺地区 4中 学校統合への

取組

に と を図

るため、
して

り

5,206 教育部
学校規模適正化

対策班

19 学校施設改修事業

幼稚囲 Jヽ学段 中学校施設等の危険箇所の改良及び修格等を冥施し

安心安全な教育環境の充実を図る。 24,388 教育部 教育総務課 継続
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1第2節 みんなモ学ぷ空濠学晋 `

第む節1郷との歴々■員俗のほ募、文1と ■芸術活動り花輩

平成 29年度 主要事業一覧

一連
番号

事 業 名 事 業 概 要 事業資 (千 円) 所管部 所管課
新規
継続

20 大規模改造事業 に 教育部 教育総務課 新規

21 伊良部地区小中一貫校整備事業 τr農き箕農星理禁亀昆堀1歩弯写51塾再零蔦鰹岳藍羮羅[事事 教育部 教育総務課 新規

22 学校給食補助扶助資 稼熔魯伝異娯に曇ぁ背糧宗留完晏星寵程荒事息羞善藉録ぁ霙裏を圃
'ま

す。                       _____
35,427 教育部

学校給食
共同嗣理場

継続

23
平良学校給食共同:円理場調理業務

委託費

し

ら、民間手栞者の薇術刀や畢
た運営を行うため、平良共同

28年 8月 か ら実施。
911240 教育部

学校給食
共同調理場

継続

24
城辺・上野・下地学校給食

統合検討委員会貴
2

る 。

教育部
挙校給食

共同調理場
新規

25 子育て支援対策学校給食貴扶助受
華後練書季兵写お示騎ぁ発星I羅ぞ寄表整蒸蜃賽房軍暴誘れを異施を
ます。

101,935 教育部
学校給食

共同調理堀
新規

継続2,268,579
振興開発

プロジェク ト
届

森奢留卓守普密房撲詩脇尾遣高悸整議を建品蒼:月
に工手看手し、平

26 未来創造センター建設事業

生涯学習振興課 継続523 生涯学習部ri亨暴罠型k意習ラ認學警懸萩詈客協:言真EV學響捨蜀貞あみ馬
を促進 し、生涯学習の一層の振興を図る。生涯学習フエステバル27

生涯学習部 市民スポーツ課 継続1,261

魏 譲痣麺露F懸堪妄暴登5霰量〒裏魯基詈誘種与

争:織岳暑身警嘩擦芳手賓々P七キ署舟三梅勇男鍵豊境轟絲嘉能拿争
継続実施する。

28 体育振興事業

継続120,202 生涯学習部 宮古島市立図書館
チベての市民が日常的に気軽に利用し、生涯学習及び課題解決を更接
する「市民に役立つ囲書館」を目指す。29 図書館管理資

3,958 生涯≒習部 宮古島市立図書館 新規新図書館開館に向けて、郷土資料購入計画の資料をR吾入する。
30 新図書館開館に向けての郷土資*キ購入

中央公民館 継続3,876 生涯学習部
を開催するとともに、サークル活動を推進し生各公民館で講座や教室

涯学習の充実を図る。31 公民館管理運営事業

32 文化振興貴

を図りながら、
る くりに向け、

に

として、 島在住者
し、育成中か ら った人々

る こ 目的に、新たに 」を創設す

3,967 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

33 宮古島市民総合文化祭事業

『創造す
表の機会

る市民の文化』をテーマ 児五・ 生徒 による文化云術の第

る と り、

と
広

ともに 発信す
こ と

る

して を図ると共に発表
る理解と認識を深、多くの市民が参加

的に実施する。

115G 生涯学習部 生渥単習振興課 継続

34 市内遺跡発掘調査

ア ラフ遺師及び′甲ぃ尋
埋蔵文化財包歳地

に お よ

れに伴 う これま

を実施

15,882 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

35 市埋蔵文化財公開活用事業 身写::与ζ三阜三:三:ξ奮こ三三毒島士ヨ菖争Sヨ景景婁喜貧[ 9,832 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

36 各種開発等に係発掘調査事業

(県公共工事 )

琶見曇盪毒:えそ練壌ζ昌霞毒吾振曽こ籍岳:手曼岳監ζこ搭吾撻警
曽粉地の古基等の資料整理業務を行つていく。

15,095 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

37 大和井土地買上事業

国指定遺跡「大和井」の週切な保存管理のため、循雇範囲に係る■
'」

を購入し、史跡の公有化を進める。 4,601 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

38 宮吉島市neo歴史 文化ロー ド整備事業 とこi:こ :与::ξ::自寺

'こ

こと写[阜息3三ξ急こと写阜患
I=警士 ス _

34,699 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

39 市史編 さん事業 評曳署を紅:昼観籐 棚 鵡
14,295 生涯学習部 牛涯学習振興課 継続

40 博物館収蔵品目録等作成事業 し、び目
る。

ており

を図
3,97咆 生涯学晋部 総合博物館 継続

22



平成 29年度 主要事業T覧
―運
番号

事 業 名 事 業 概 要 事業費 (千 円) 所管部 所管課
新規
継続

41 博物館基本計画策定事業

宮古島市総合博物館建設に向け、基本構想・基本計画を策足する。

14,600 生渥学習部 総合博物館 新規

42 劇団かなや らび補助金交付事業

宮古島市内の子 どもたちの個性、表現力を伸ばし、成長

裏箋こ理雲怒宿法?ぞ握導と管契薪庶書経庭泉浮皇季!

を助ける活動
自己を堂々と 1,378 生涯学習部 文化ホール 継続

43
学生による現代的なリズムダンス公演

(マ ティダス トリー トダジスパフォー

マンス)事業

学習指導要領にも取り入れられ、競技人口が増加しているストリート
ダンスに注目し、学生による新たな地域文化の創造、交流・仲間との

拳墜tと頂倉騎農高憲予妄ム景与冥蒸畏:鳥身洗嘉れ
=弁

fユ子殺を`
フオーマンス)車業を行います。

2,141 生涯学習部 文化ホール 継続

44 マティダライブ事業
:養悟争三憂岳赤岳看寄毒を亀ぞとき詈ことつ會岳:尋巳拝B営手ユ
ライブ事業」を行います。
※事業は平成20年度から継続しており、今年度から主要施策として
観 と,1士 士 _

452 生涯学習部 文化ホール 継続

45 マティダお笑い劇場事業
融 夏協話井罵堂貨房専息宗財二与?絡朋苅雪を
輩 弁輩 棺 l´ 主 す ^

1062 生涯学習部 文化ホール 継続

第4節 奉盛・学校・地境柱套の道協で進める貴少年後金育成Φ筆拳

第も節 多都市岡!交流のi推進

.第 ir節 安ヽ して子育てお〔牽きる環境づぐvl

46 放課後子 ども教室事業 骨禄換豊曽祭ぞ詈毒掻乙塗醤守吾會とそユほ唇愁琶E皇民昌岳最糧樹
な交流活動を推進する。

2,79C 生涯学習都 生涯学習振興課 継続

47 学校支援地域本部事業

景電晉∃要協魯4f客こを整唇i曇曇三gi猛そ三彗ζこ竺学亭;髯
性化を目指す。
また、地域住民によるICT機器を活用 した学習支援 (地域未来塾)を
実施 していく。
実施校区 :平良中、佐良浜中、北中

3.844 生涯学習部 生涯学習振興課 継続

48 みやこ少年少女合唱回補助事業

合唱を通 して情操豊かな人間性と協調性を増い、健全な青少年を百腹

する事 を目的とする。 生涯学習部 中央公民館 継続

1,06g 生渥学習部 中央公民館 継続49 板倉区児童交流事業 (城辺地区 )
定票報培憲泉了ど毎写祭篭更緞き屋あ党墨添系聖輩賢寧η妥嘉τ干深
互いの地域文化に触れる。

967 生涯学習部 中央公民館 継続50 白川町海山交流事業 (下地地区)

多感期にある青少年情操教育の 1つ として、山のない下地地区の児車

と海のない岐阜県白川町の児童が交流、お互いの地域文化に触れる。

継続生涯学習部 中央公民館

下地地区の印字笠と疇国
に触れ交流する。

多感期にある青少年情操教育の 1つ として、

の台湾台中の中学生が語学それぞれの異文化
51 台湾国際交流事業 (下 地地区 )

52
ファミリー・サポート・センター
設置運営事業

L域において育児の援助を行いたい者

J相 互援助活動を支援 し、子育てを行

:る 社会を構築するとともに、仕事と
にfr^

と 員

し
380 福祉部 児童家庭課 継続

認可外保育国の認可化整備事業

認可外保育施設の認可化を促進 し、併せて、保百施設の増改梁による

保育所の定員拡大を図 り、待機児童の解消を図 ります。

・標書手譲可化予定保育園及び施設の増改築予定保育園

①赤ちゃんの家いらは保育園、

141,767 福祉部 児童家庭課 継続

54 児童手当事業

中学校卒業までの児童を養百
10,000円 ～15,000円 を車給す
律5000円 を支給する。

している方に児重の年齢に応じて月
る。また、所得制限に係る場合は月

線

額― 1,052,280 福祉部 児童家庭課 継続

55 児童扶養手当事業
景蓬挙替垂淀迄IEttg事ち瞥誓健賃げ1傘勝象催置雰厭宅裏響警え宅
いる子 どもの福祉増進のために支給する。

518,206 福祉部 児童家庭課 継続

56 母子及び父子家庭等医療費助成事業
艦露とぞ盤票憂房空鏡警覇岳塀考と菅雇覆ぴ〒豆電3委是宅隻壌[琶
子及び′父子求庭の福祉の増進を図る。

18,600 福祉部 児
=家

庭課 継続

57 こども医療費助成事業
こども医療貴助成対象児童が医療機関等で受診した瞭、医瑕貴の一部
を助成する。 89,765 福祉部 児童家庭課 継続

58 出産祝金交付事業

な月尾長を願い、子育て

出産祝

ま

るため、
し

た事業で、祝金は同一世帯の第3子以降出生
1 に つ を支給

7.80C 福祉部 児童家庭課

認可外保青施設補助事業 聯夏↑棧屋終計塀穣I下落畳鍵舒露突再で留衰妨受畜程杜喬蟹樫巣静
る。

31.815 福祉部 児童家庭課 継続

60 法人保育所給食費等助成金

法人保育所に対 し予算の範囲内で補助金 (主食責、健康診断料、保陳

料、教材費)を交付 し、乳幼児の福祉向上に繋げる。 11,820 福祉部 児童家庭課 継続

61 法人保育所等運営扶助貴

及び I地域型保百給付」の

の最低基準を維持するため

1

の補助を行 う。
施設、小規模保育事業等 6施設

1,576,016 福祉部 児童萩庭課 継統
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平成 29年度 主要事業一覧

り

一連
番号

事 業 名 事 業 概 要 事業資 (千 円) 所管部 所管課
新規
継絲

62 放課後児童健全育成事業

保護者が労働等により昼間駅歴にいない小字1賓

対し、授業終了後等に児童厚生施設等を利用 し

場を支えている児童クラブに補助金を交付 し、
ス _

に就写 している児童に

て適切な遊びや生活の

児童福祉の向上に繋 Iザ
891231 福祉部 児童家庭課 継続

放課後児童クラブ整備事業 含髯讐旨乙量愚1写ぞ母縁琶琶争二子号賽酪尋君Z'しあ賽払尚竺〒
・設計委託料  5,940,000円 X2施設

11,880 福祉部 児童家庭課 新規

64 保育対策総合支援事業

保育士の業務負担軽減及び離日駐防止を図 り、保百八材のに保、また、

保育体制を強化するために認可保育施設に補助 を行 う。 45,777 福祉部 児童家庭課 継続

65 病児・病後児保育事業
蔑昌韓思得婦語鬼欲ぞF望汚覧覆吾2露犠報情を舟撮〒襟差箸房季唇
てと就労の両立を支援する。

38,96t 福祉部 児童家庭課 継続

66
こどもの医療貴「窓口無料化

(現物給付)」

~こ
ττあ戻務の早期発見と早期治猿を促進し、こどもの健全な育成

を図ることを目的に、こどもの医療貴「窓口無料化 (現物給付)」 の

とこ;与ξζl:阜ヨ真魯景今二盪量蔓啓曇尾7:観写尋曇手毒:こ
としております。

システム改修に係る委託貴

6,048 福祉部 児童家庭課 新規

67 保育士就労渡航費等補助事業
矮著芋電暑宅羅凛与露完尻注幕晶囲岳苛民唇尾巨父石騒昇笹屎示憲農
航貴や転居費等の費用について補助する。 2,700 福祉部 児童家庭課 継続

68 災害時要援護者避難支援計画推進事業 書罹藷蕊こ掃E長墓層盤屋色曽毯雛憂岳鉾甘客豊魯寄層最三字を予挙 474 福祉部 福祉政策課 継続

69 地域福祉計画推進事業 嵩手言橿掌:E宣弓暑:を素号と手:再ζ三睾笹費鵞量猶衰黒零督ξ
止う「萱苦亀帝福れ:伸れ1棉 I弁作Яとす る

^

8,319 福祉部 福祉政策課 継続

70 生活保護扶助貴

生活困窮者に対 し、その困用の度合いに応 じ国の足めた墨準の砲劇困

で必要な保護を実施 し、その最低限の生活を保障するとともに、その

自立を助長する。
2,195,470 福祉部 生活福祉課 継続

71 生活困窮者自立支援事業

生活保護に至る前の段階の生活困扇者に対 し、ロヱ相酸又厳手栗の英

施や住宅確保給付金の支給等により自立を支援する。 3,625 福祉部 福祉政策課 継続

72 乳幼児健康診査指導事業 診智操程籍蕪晉薬基捨奪墓聟皇美詫し:瑠[録暦記衰ど住塀〕
医健

14,029 生活環境部 健康増進課 継続

73 妊婦健康診査指導事業

母子保健法
健康保持・

げる。

を行うことにより、妊婦の
り健やかな子の出生につな 52,094 生活環境部 健康増進課 継続

74 予防接種事業

忌楽予防、発病予防、病気のこ延防止等を目的とし、各種予防接種を
実施し感染症等の予防に努める。 148,265 生活環境部 健康増進課 継続

75 健康増進事業

争詈秩≧景吾予曇写⌒:呑を岳争堂激を握隻尋暮禽三:身曽目豊尋篭

婁言:ζ ttζヨ言忌ξ言尋B:を言ヨヨ彗Bを長とを進毎悟貫為掌考
る。

58.247 生活環境部 健康増進課 継続

76 子どもの貧困対策事業

邑j:登宅階夏褒f漁譲薯爽島跳嘉皇最な密属名そ早P撃褒8饗冨岳
策を総合的に推進すると

・蜜霧萱の確保予定人数及び補助対象事業費

・阜長の著器鵬 営費・箇所数及び補助対象事業資

2カ 所 24,000千円
・居場所における実施事業
①食事の提供 ②生活指導

験等)支援
③学習支援 ④キヤリア形成 (職場体

31 553 福祉部 福祉政策課 継続

77 地域包括支援センター包括的支援事業 拙増昇墨季需1匙名姦鍵看唇魯鶴 頭梃竜曝l幣将瑶茫墓
す。

34,200 福祉部 高齢者支援課 継続

78 通いの場事業 治獣嘗Ξ七ぢ皇環常[1整錦緒紀尋賀言巴詈ど?サ界裂辞品、雇雲霧
加の促進及び生きがいを支援する。

4,32C 福祉部 高齢者支援課 継続

79
ICTを 活用 した介護サー ビスの産業化

を通 したまちづ くり事業

し、 タ 「見える

向上につ
ること

。同時
Iタ ーン

て '、

に り ― ン

に向けて各事業所でも展開
する。

21,824 福祉部 高齢者支援課 継続

80 敬老の日事業 ともに、 し、ま
に記念品 る

33,180 福祉部 高齢者支援課 継続

81 老人クラブ助成事業

高齢者の積極的な社会参加及び老人クラフの行う′君H'を HB月尾し、生き

生きとした高齢社会を実現する。 10,946 福祉部 高齢者支援課 継続
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平成 29年度 主要事業一覧

―運

番号
事 業 名 事 業 概 要 事業資 (千 円) 所管部 所管課

新規
継続

82 認知症総合支援事業

認知症の方やそのご家族が安心 して暮 らしていける地域を冥現するた

めに、認知症の専門家や認知症地域支援推進員と協働で相談体制を図

ります。また、認知症の初期対応を行 う「認知症初期集中支援チー

ム」を設置し、早期発見と早期支援につなIザ ます。
7421 福祉部 高齢者支援課 継続

在宅医療・介護連携推進事業

医療 と介護を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で安心

続けることができるように、在宅医療と介護の連携を図 り

して暮らし
ます。 7.40℃ 福祉部 高齢者支援課 継続

84 宮吉島市長寿大学事業

高齢者が家に開 しこもらず、生きがいを高め、社套拶刀口の促遁を図る

ため、 レク リエーシヨン活動や各種散養講座等を学習することによ

り、充実 した日常生活を創造 し健康づくりに寄与する。
5,508 福祉部 高齢者支援課 継続

第0節1障がい者力く自
=し

=ユ
節安心して碁■せる盛な・教苺体櫛lの流秦

第

:第 1節 :雇用をコll出する1産業線輿

1,070 福祉部 障がい福祉課 新規

入陽 く入所

'者
に

ことで、地域移行を
してまいります。

障がし

85 住宅入居等支援事業
(居住サポー ト支援事業 )

継続1,537,999 福祉部 障がい福祉課障害者 (児 )の エーズや障害支援区分程度に応し、介護及び訓練給付費等

を支給し 日常生活及び社会生活を総合的に支援する。86 自立支援給付事業

障がい福祉課 継続91,063 福祉部重度心身障害者 (児 )医療受助成制度
重度心身障害者(児)に対し、医療資の一部と入院時の食資の半額を助成
し、保健の向上と福祉の増進を図る。87

7,900 福祉部 障がい福祉課 継続障害程度認定事務費 覇齢 錦 酪 鞘 誂 季穂 番全留黄漣溜V蕗三鞍
り適正なサービスの提供及び支給量の決定ができる。

184,038 福祉部 障がい福祉課 継続日常生活における基本的な動作の指導及び生活能力向上のための訓練
等、障害児が必要とする通所支援を給付すると89 障害児近所綸付事業

継続133,66℃ 福祉部 障がい福祉課撃罐撃認高磐霧繁報蚕錦違竜墓笙宅脱亀善
る。

90 地域生活支援事業

1,027 福祉部 障がい福祉課 継続星密を射    チ瞥塩動謝ゼ嵩麗f対
する

91 自殺対策強化事業

障がい福祉課 継続83,302 福祉部身体障害者に対して、医療施術すること1こ より、日常生活能力及び社会生

活能力の回復又は更正を図る。
92 障害者医療貴給付事業

43,892 福祉部 障がい福祉課 継続在宅の重度障害者 (児)に対し、手当を支給し福祉の増進を図る。93 特別障害者手当給付事業

福祉部 障がい福祉課 継続醍蘊鰈謡篇雑若餡籠確堺盤騒駆躍巖
的負担や介護者の負担軽減を図る。

49294 I争害児福祉費

総務課 継続3,643 消防本部消防職員研修事業
駐ヨ羅蚕鍵涙毅読綴轄尊あ禽量言缶邁[莫庭1呉ン賢景ひ夢三8暑成
のため、市民へのAEDを 使用 した応急処置 の普及・ 啓発 に取 り組み、

撤命塵の 向上に零めます ^

95

19,570 生活環境部 健康増進課 継続た、
て暮 に努め

て

し

は、65歳の
に よ目的で

ンフルfま96
高齢者肺炎球菌・インフルエンザ予防

接種事業

9,728 生活環境部 健康増進課

平成 27年度 よ り子宮頸がん予防ワクチ ン概種後の健康根晋 を許 えてい

a専忌!こ菖綜意護縁零ぁ医奮務露宅毒季憲写尋罰撃畠巻呉紀壱督極暑
的、精神的負担の軽減を図る。

97
子宮顕がん予防ワクチン接種後の症状
に対する支援事業

継続400 生活環境部 健康増進課弯好IE聟を,覆岳卍森否纏轟ぉ憲召整密懇豊写考雷喬驚零阜晨宅桑撼
十 ス ^

98 特定不妊治療渡航資助成事業

2,000 生活環境都 健康増進課 継続
本市以外での医療機関で通院治療を余犠なくされている難病患者等の
渡航に伴う経済的負担を軽減する目的で今年度も実施する。99 難病患者等航空運賃一部助成事業

健康増進課 継続42,112 生活環境部休日・夜間枚急診療所

休 日・夜問救急診原所は、秋急思者の一次医療を担 つてお り、県豆冨

古病院と連携 し、円滑な医療体制の向上を目指す。100

101 宮吉島市小口資金融資事業
用し号豊繁甕到庭泳萎額長益:轟曇V守ぢぞ蓋桑房璃賞響雷言季琵哲
的として実施する。 劇 観光商工局 商工物産交流課 継続

1第 2簿 鳥0弟展|を支:える農林氷産業の振興

102 さとうきび安定生産確立対策事業

さと
スタ
うき
導入

してお り、ハーヘ

し 化を図ることにより、さと

: ハーペスター、トラクター 引農林水産部 農政課 継続

103
さとうきび病害虫防除用農薬
購入補助事業

さと
さと
対象

うきび病害虫の防除を推進 し、生産性の向上を図ることによ り

うきびの増産を図る。

予定農案  : 粒剤・粉剤及び乳剤
岬
1

農林水産部 農政課 継続

104 緑肥種子購入補助事業

緑肥による土づくりを推進し、地方の増強によるさとつきびの
'冒

産を
図る。
対象予定種子 : クロタラリア・緑豆・緑肥用ひまわり・その他 引い雄叫 農政課 継続

105 有機資肥料購入補助事業

有機質肥料による土づ くりを推進 し、地方の増強によるさとうきびの

錦衰亀目争寺,レイ有機・豊作堆月巴l号・宮古卸 号 。その他
137871齢 水帥 農政課 継続
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平成 29年度 主要事業T覧
―運

番号
事 業 名 事 業 概 要 事業費 (千 円) 所管部 所管課

新規
継続

106 畑作物掛金共済補助事業
息t尾暮埜笙幕目な嶺境雇整究F盗攀言恩轡憂亀霧昌なた高正1浪桑
共済制度への加入促進を図る。

対象農家  : さとうきび生産農家で l a20円 以内

5,27g 農林水産部 農政繰 継続

107 さとうきび緩効性肥料購入補助事業 嘉ゑ阜亀
び
?生憲響悉空畢?孝伝竃

所得の向上を図る。
17,122 農林水産部 農政繰 継続

108 誘殺等管理事業

さとうきび土壊害虫 (ア オドウガ
を図り、生産性の向上を図る。
予定内容 :アオドウガネ回収委託

ネ)の成虫騎殺防昧により報督雑屈

・修繕委託等
11,184 農林水産部 農政課 継続

109 野ツ防除事業

ツの独害から守るため、航空防除及び地上防除を冥施
、さとうきびの被害軽減を図る。
: ヤツジオン・クマリン 35,238 農林水産部 農政課 継続

110
を急え壱F農義吏憲震亀是馨周91重凧良み鴛貴喬全笹褒露r曇壱雷
きびの増産を図る。
予定設置面積 :1850a

26,13G 農林水産部 農政繰 継続

111

さとうきび栽婿管理対緊手栞 を図るため、株出管理機作菜の晋及猛遅を四
に努め、さとうきびの増産を図る。
ほ場深耕・植付

14,350 農林水産部 農政課 継続

112

宮吉島かん しょ6次化産業事業 し ょ
た 6

る

事業内容   :コ ーラルベジタブル社 との連携事業

3,041 農林水産部 農政課 盤続

113

有吾島猷駆除事業 さとうきびを中心に展作物へ被吾を与えている石督品猷の撃I転そ粟顧

与禁萬馨浮守
図
暑巻鳥獣イ′シシ・カラス・クジヤクの駆除

6,231 農林水産部 農政課 継続

114 沖縄振興開発
金融公庫スーパーL資金利子補給事業

翻 琺冥農岳整缶憲若言祓肇写長瑠桂馬受堡を奔れ等暴助
開
歳

した場合のみ県助成が交付される。
1,856 農林水産部 農政課 継続

115
沖縄振興開発
金融公庫農林漁業セーフティーネッ ト

資金利子補給事業

平成 27年 5月
開発金融公庫か

、沖縄振興
を受けた農

に 対 る 。

し

389 農林水産部 農政課

116 人・農地プラン事業

集落・地域でのX舌 し合いに基づき、地域の中心経営体を足め、その種
営体への農地の集積が円滑に進むようにする。 343 農林水産部 農政課 継続

117 沖縄県農業次世代入材投資事業

独立・

とにつ

定する

自 となるこ
経営が安し し

年間 150 48,020 農林水産部 農政課 継続

1ヽ8
新規就農r貫支援事業
(就農初期投資支援)

剛 僚暮縦無禽菅競名晶康書虐下農巣と緒茜ぞ黒言違書泉晏 18,075 農林水産部 農政岳黒 継続

119 新技術実証栽培施設管理事業

可能エネ
マ トの栽
しながら

し

て ト び販売を

る 。

6,418 農林水産部 農政課 終続

120 優良繁殖・肥育素半導入促進事業 a曇馨豊壱雹看毎概1造査重電畢緒彗景妻とと受写彗警整養蟄僣露尋
補助金を交付す る。

26,200 農林水産部 薔産課 継続

121 家畜環境衛生対策事業 議墓宅撃夫を密輩父媛傘喬際控露と言拿算蒜罷議調奪幕罰畠是哭再撃
ス _                                  _

1,732 農林水産部 畜産課 継続

122 飼料用作物種子購入補助事業
良質粗飼料の自給率の向上、生産拡大を図るため、飼料用種子購入に

対 し補助金を交付する。 1,90C 農林水産部 畜産課 継続

123 堆肥盤設置補助事業 (畜産 )

家畜排泄物の適正な処理を推進するため、堆肥盤の設置に対し4隔勁盆
を交付する。

300 農林水産部 畜産課 継続

124 経産肥育牛出荷奨励櫛助事業 篭唐芸写嫁犯召EI雇鰹皐絶碧馬籍僑毎七轟馬益盟笑杵写考rttσ
)イ

289 農林水産部 畜産課 継続

125 家畜共済加入補助事業
天恵宅預ほ署奪F豪暑謝装携言葉擦岳皇手詈え岡庭争軍肩需交万呈鰐
費用として補助金を交付する。

4,300 農林水産部 畜産課 継続

126 肉豚出荷奨励補助事業

養豚農家の生産意欲を高め、養豚振興を図るために食肉センターヘの

と畜実績に応 して、出荷奨励補助金を交付する。 農林水産部 畜産課 継続

127 エコ豚子豚育成率向上対策補助金

向上 を図るための設備寺設置す る養豚展琢への輛

50C 農林水産部 畜産課 継続

128 畜産・酪農収益力強化整備等対策事業

畜産 。酪農の収益カ
く、集中的に進める

経負に対 し、予算の

力歯

る

る 。
26,834 農林水産部 畜産課 継続

129 宮古島市家畜伝染病対策事業
海外悪性伝染病の侵入防止を推進 し、琶産展駅の意識向上を図る。

1,440 農林水産部 畜産課 継続

130 団体営農地保全整備事業
:喜ζ二ξ::患ζttξ章ぞ曾専二寺gを雹ぞ:毒§ヨヨ::魯モ控271,437 農林水産部 農村整備課 継続

131 農業基盤整備促進事業 営曇と言こ写零曽各露琶全遣鼻善彗算癸籍豊:曇重食早隻甦重み壕塁
等の帯備 を行 う_

20,000 農林水産部 農村整備課 継続
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第■節・魅力ある商玉業の線鼻 :

!第 4-節li細壕の特性ををかとた観光産業め振興

平成 29年度 主要事業一覧
一連
番弓 事 業 名 事 業 概 要 事業負 (千 円) 所管部 所管課

新規
継続

132 多目的機能支払交付金事業

展菜・晨村の有する多面的機能の縦符を図るため地類の共同君動に係

る支援を行 うと共に、地域資源の適切な保全管理を推進することを目

的として、今年度も引き続き宮古全域の農地及び農道等の維持管理を

行うほか、適漑施設等の長寿命化を支援 してい く。

170,114 農林水産部 農村整備課 継続

133 農山漁村活性化対策整備事業

機械化農業の確立による生産性の向上、高付価値展菜への展開、経営

の安定化及び農業の持続的発展を図るため、区画整理事業及び畑地か

んがい施設整備事業を行う。
人江東地区 :畑かん (12 7ha)

竹後原地区 :区画整理 (0 3ha)

南上原地区 :区画整理 (84陥 )

大牧西地区 :区画整理 (21陥 )、 畑かん (26 3ha)

山田地区 :区画整理 (7 8ha)

下南東第2地区 :サロかん (150陥 )

オホナ東地区 :区画整理 (65随 )

1,385,276 農林水産部 農村整備課 継続

134 農業基盤整備促進事業

機械化展葉のに立による生産性の同上、高付仙恒晨栗への巖開、静と富
の安定化及び農業の持続的発展を図るため、区画整理事業及び畑地か
んがい施設整備事業を行う。
与並武地区 :実施設計180陥 )

48,15G 農林水産部 農村整備課 新規

135 水利用調整・高度化推進事業

フェンス・¶冊を奉隔倭

れてい イ ス リン

る。
クラーヘットを範囲調整

不用な湛水を削減する。

を行い、
排ヽ水事業で整備 された機器類が老朽化 しているためそ

水利用の維持を図る。

151,418 農林水産部 農村整備課 継続

136 不発弾等事前探査事業

展山漁村活性化対策蟹偏手栞を冥距 している
'世

区である。冨百踊市に

おいてはこれまでにも埋没不発弾が発見され、処理された経緯が数多

くあることから、不発弾の埋没が十分予想され る。不発弾等事前探査

事業により、工事実施の不発弾の事前探査を実施 し工事施工の安全を

図りたい。

77,003 農林水産部 農村整備課 継続

137 基幹水利施設管理事業

墨幹水利施設強化計画にこつき、公共・公盃ngな硯罷が高い肥設の

管理を宮古土地改良区と連携を図 り地域農業情勢及び社会経済情勢の

変化に対応 した施設管理を行 う。
・福里地区 (188,007) ・砂川地区 (211,007)

399,014 農林水産部 農村整備課 継続

138 富吉島市海業センター整備事業

水産業の振興に向け、安定的な種百生産供給体制や委殖葉支接体制を

強化するため、その拠点となる海業センターの機能強化を引き続き

図つて参 ります。
339,23t 農林水産部 水産課 継続

139 離島′漁業再生支援交付金事業

漁業集落が行う漁場の生産力の向上や漁業の再生に関する興騒的な取

組などの漁業再生活動への支援を通 して離島漁業の再生を図 りつつ、

離島の水産業・漁村が発揮する多面的機能の維持・増進を図るため、

離島漁業再生支援交付金事業を行います。

11,644 農林水産部 水産課 継続

140 漁業災害対策特別資金利子助成事業

モズク番殖薬経営の安定化に同け、目然災詈により璽六な租吾を史け

た漁業者等が借 り入れる漁業災害対策特別資金の金利負担の軽減を図

るため、宮吉島市漁業災害特別利子助成金を交付 します。
31 農林水産部 水産課 新規

141 機能保全計画書策定事業

漁港の長寿命化に向け、機能保全計画を策足 してまいります。

(城翅地区 2港 ) 11 154 農林水産部 水産課 新規

142 水産物供給基盤機能保全事業
高野ク
まいり

ルマエビ蚕,E施設の長野命化に向け、機能保全計回を策足 して

ます。
13,013 農林水産部 水産課 新規

143 漁港海岸保全施設整備事業

海岸堤防の長弄命化に向け、機能保全計画を策足 してまいります。

(久 松・島尻海岸 ) 13,798 農林水産部 水産課 新規

144 物産振興事業資 悟:怠]ζ::!写三會:ζ::g:gョ:真
号息拿三争看Ⅲ▼:揺 引観光商工局 商工物産交流課 継続

145 宮古島市公設市場事業 憬ヨヨ:::ど号号ヨをと;手ξζ常:をととそこと會吉:i七えζ引募覇商工物産交流課 継続

146 宮吉上布振興対策貴
1震尋書橿曇膏憂岳毒争

易れ掌暑高森更為
,握
ぞ霙持[F堅島騒案罵 引 観光商工局 商工物産交流課 継続

147 誘客促進事業

魅力ある観光メニューの副出等、観光名・の誘叡孤穴を四るため、工妥

都市等でのセールス活動や、観光‖EBサ イ ト・ ヨンテレッ等整備、広

告宣伝、観光コンテンツの創出などの各種プロモーションを展開 しま

す。

28,000 観光商工局 観光課 継続

148 新城海岸 トイレ施設整備事業

美 しい観光地、清潔な観光地の維持に努め、新城海岸の トイレ施設の

整備等を推進 し、観光客の受け入れ環境を充実 させます。 53,277 観光商工局 観光課 継続

149 観光地受入環境整備事業

観光客の利便性 と
す。

澗足反の向上 を図 るため、公衆 Wi―tiを筆備 しま

10,000 観光商工局 観光課 継続

150 宙古島サイクルツー リズム推進事業

自転軍での観光の必要性やサ イクル ツー リズムの誘数 による経済効

果・観光振興に及ばす影響を調査する。

5,282 観光商工局 観光課 新規

151 クルーズ船観光受入体制強化事業

B,光睡葉のさら′ょ
‐
る府性化を四り、増刀口FЯ同にあるクルース,rど の奇潜

継続につなげるため、受入体制の強化に取り組みます。 15,00C 観光商工局 観光課 新規

27



第Si節 ス:ポれッアィラ:シ ドo推進

多彩な表流を提進する1港の機能強化

おこ奪安全―・

第■節1安全て'安 ,いな寺づくり|の推進

策?姉r災各に強い島Jぐ
'|の

推進

第 3節 交通ネサトワ■クの機能詢上

平成 29年度 主要事業一覧
一連
番暑

事 業 名 事 業 概 要 事業費 (千 円) 所管部 所管課
新規
継続

152 サニツ浜カーニバル大会

下地与那覇湾は千潮時に、700ヘ クタールにわたる広六な砂地の千潟
が出現する。その砂地を利用 した宮吉角力や ビーチ ドッチポールなど

新旧織 り交ぜたスポーツや誰にでも気軽に参加できるレクリエーショ

ンなどを取 り入れたイベン トを開催 し、観光客誘致をはじめ、健康で

豊かな地域づくりに向けて大会を盛 り上げていきたい。

1,523 観光商工局 商工物産交流課 継続

153 宮古島フラダンス大会

現τに、フ

ラダンス
ラダンス人口Iよ 全国で100万 が存在

に寄与 し、島外・県外か らの参加者

観光振興を図つて行きたい。

で
5,000 観光商工局 商工物産交流課 継続

154 宮古島オウジナルMICE促進事業

今年度は、平成 29年 4月 供用開始の ドーム型施設の有効活用を図る

ため、MICE事 業の一環であるインセンティブ (企 業報奨・研修旅

行)と イベン ト(文 化音楽・産業・ 生涯スポエツイベン ト、展示会等 )

に特化 した企画立案の実施に向け、観光業鼻 と連携 した首都圏の企業

やイベン ト主催者を対象に誘致活動を継続 し、MICE事 業の開催を

図る。

23.697 観光商工局 商工物産交流課 継続

155

156 トライアスロン宮古島大会

の

や市内団体の利

用によ て い

スロン ア ス

く貢献 してきた。"

(て いだ) 君ヽ を待つ" と 南
ア自然を体感 し市 民 の イ

一人一人が主役とな り 力

33,

7.081

観光商工局

観光商工局

商工物産交流課

商工物産交流課

新規

継続

157 宮吉島100kmヮ イ ドーマラツン大会

冬塙でも温暖な冨百島の気候を清か し毎年開IEしている。

参加選手には、宮吉島の自然が織 りなす雄大な景色の中走ることを楽

しみ、自らの可能性に挑戦 し市民・ポランティァとの交流の輪を広

げ、思い出に残る大会として盛 り上がるよう取 り組みを進めていきた

い 。

1.407 観光商工局 商工物産交流課 継続

158 エコアイラン ド宮古島マラツシ大会

日頃健康ランニンクで体力つ くりに廟んでいる全国ランナーを迎え、
エコとスポーツを融合 した新エネルギー関連産業並びに観光産業を有

機的に連携する「エコアイランド並びにスポーツアイランド宮古島」
をキーワードにした新たなスポーツとして開催した「エコアイランド
宮吉島マラツン」の継続開催を支援し、島外・県外からの参加者を|よ

にμヽ蒙性ナ_‐ ′r,う離牽歩園ム_

2,910 観光商工局 商工物産交流課 継続

1,068,227 建設部 港湾課 継続159
手帰譲牌

区)複合
=貫

輸送ター ミ

平良港の耐震強化岸壁、災吾時の緊急物資栗積及び遭路・インフラ整

1帝 を行 う。

・臨港道路中央線整備工事    L=244m・ W=12田
1平良港 (瀬水地区)第 4ふ頭物揚場整備工事 L=125m
・平良港 (添水地区)ふ頭用地埋立 (舗装)工事  ―式

.華畳蓬綿 懇轟喬連涌竜埋立工事 ―式
・平良港 (添水地区)イ ンフラ整備工事 ―式

1101525 建設部 港湾課 継続160 平良港港湾計画策定事業

物流の拠点港として重要な役割を担つ

国内外からの観光客の増加が見込ま
である事か ら、将来を見据えた平良港

・平

平
―式
・ 平
・ 平

良港航行安全対策調査業務 ―式

良港港湾計画一部改訂に係る予測業務  ―式

会・幹事会説明資料策定業務

(
―式

161 防犯対策費

犯罪・手取のない安全・蜜心な唇:ち つ くりに同け、願BLI協雲寺の脇刀

を得て防犯体制を強化するとともに、今年度からは防犯カメラの運用

を始めるほか、引き続き夜間に置ける市民生活の安全性を確保するた

め、防犯灯の設置を推進 します。
(備考 )

・防犯灯設置工事受 1,650千円
・宮古地区防犯協会分担金 1,500千円

7,099 生活環境部 市民生活課 継続

162

てヽ 安全・ 安心 な歩行空間の確保

改良工事を継続 して行

防災・安全社会資本整備交付金
21 て無電桂化事業を進め災

図る。
・松原 1号線・棚根線伊良部 15号線・上野海岸線・新里 21

222,760 建設部 道路建設課 終続

163
大道線外 1線衝路整備事業
(沖縄振興公共投資交付金 )

大週線及び六原線は、甲心市衝引」のT爾 :切幹線週踏である。現滉週踊 Iユ

狭隆で歩道がないため、準輌 と歩行者との安全確保が求められてい

る。道路の拡幅、交差点改良等の整備を実施 し、歩行者の安全性の向
上や道路交通の円滑化を図る。

340,00C 建設部 都市計画課 継続

164
大道線 (2工 区)衝路整備事業
(沖縄振興公共投資交付金 )

大遺線
狭陰 て い

し、
50,000 建設部 都市計画課 継続

165 荷川取線街路整備事業
(沖縄振興公共投資交付金 )

荷川取線は、中心市街地の補助草字線週路である。現況週路 Iよ 狭隆で歩

道がないため、革輌と歩行者 との安全確保が求められている。遭路の

拡幅、交差点改良等の整備を実施 し、歩行者の安全性の向上や造路交

通の円滑化を図る。

74,000 建設部 都市計画課 継続

沖縄振興公共投資交付金

地域振興や観光振興に吾与することを目的とし

性と安全性の向上を図るため、下崎～西原線、

号線、宮名腰 12号線の 4路線で道路改良事業
がない道路の改良工事を行い、歩行者の安全、
保、利便性の向上、生活環境の改善に努める.

A-76
288,018 建設部 道路建設課 継続
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第4節 魅力を感じる尋とがて'きる求ちづくりつ推進:

第こ節快菫な居住環境φ形成

第16節 1利仁性の高い情報通信技術の活用

露0奪 市長と を

平成 29年度 主要事業一覧

第1節 地域の日治細緯の活動強1ヒど市民多加のまちづ :く り|め推進

―運
番号

事 業 名 事 業 概 要 事業費 (千 円) 所管部 所管課
新規
継続

167 社会資本整備総合交付金

遭路幅員が狭 (歩 i目がないため軍輌のすれ違いや、歩行者の安全確保

に困難な状況にあるため、道路改良事業を導入 し、地域交通及び歩行

者の安全確保、利便性の向上、生活環境の向上に努める。
・松原 32号線
・東環状線

75,004 建設部 道路建設課 継続

168 生活バス路線確保対策事業

路線バスの利用向上・機能向上を推進 し、利用度の高い路線の構築 を

図 り、公共交通機関の維持、効率的な経営を推進する。 56,771 観光商工局 商工物産交流課 継続

169 生活バス路線学生割BI補助金事業

学生バス利用の回数券購入時において運負
‐
の一部を勁成 し、地域格差

の是正及びバス利用者の向上を図る 60g 観光商工局 商工物産交流課 継続

170 活力ある地域づ くり支援事業 侵雲鼻鬱暮革美≡轟信奪尋髯積:属長烏鼻二学二雪:と程藍ξ)
5,01寸生活環境部

まちづくり振興
班

継続

171
都市公園事業
(社会資本整備総合交付金 )

市民及び観光客等が安全・安心に利用できる都市公園整備に向け手来

の実施を図る。また、都市公国内施設の更新やバ リアフリー化事業を

進め、防災公園整備を継続 して行う。

・カママ徹公園整備事業

80,000 建設部 都市計画課 継続

172 竹原地区土地区画整理事業

住宅のスプロール化の防止、良好な住環境を有する市衝地の形成及び

区画道路の整備等を継続 して行 う。 203,148 建設部 都市計画課 継続

173 空家等対策計画策定事業

空家等対策の推進に関する特別措直法に基づき、平成 28年度冥施 し

た実態調査を基に、今後の利活用や防犯、防災、景観等の生活環境を

踏まえた「宮古島市空家等対策計画」を策定 し、空家等対策の推進を

図る。
・データベースの構築
・空家等対策作業部会設置
・空家等対策協議会設置
.亜 阿けnn生 産 冬 れ I詢 I帝  怖 各

6,372 建設部 建築課 継続

174 公営住宅整備事業

健康で文化的な生活を営むに足 りる住宅を憂偏 し、住宅に困用する低

所得者に対 して低藤な家質で賃貸 し、生活の安定と社会福祉の推進に

寄与する。
・西城団地 7棟整備事業 (建替 :12戸 )

,池間添団地整備事業 (用地・補償、測量設計 :12戸 )

・川満団地 3・ 4'S練 整備事業 (屋上防水、外壁塗装 :36戸 )

・住生活基本計画策定業務委託
・ス トック総合活用、長寿命化計画策定業務委託
・市営住宅台帳システム策定業務委託

3041207 建設部 建築課 継続

175 緊急経済対策住宅 リフォーム支援事業

漿急経済の一環 として、
し、改修・補修等の住宅

安定化に寄与するととも
・バ リアフリー改修工事
・省エネルギーエ事

目己の活僅する任署をFF困の瓶工票右を利用

リフォームエ事を行い経済の活性化、雇用の

に、住みよい居住環境の整備を実施する。 4,000 建設部 建築課 継続

176 上下水道事業

主要施設の新設・更新・改良等の耐震化を進め、災吾に強い施設にす
る。

配水管布設 DCIPφ 100 L=480m
pEP φ50  と=320席

30,000 上下水道部 工務課 継続

177 公共下水道事業

公共下水道の幹線・枚線工手を実施 し、晋及促進を図るとともに、施

設の長寿命化計画策定に基づき、改修・修搭や改築等を促進する。

(備考)

沖縄振興公共投資交付金事業

汚水管渠枝線工事―式

長寿命化水処理施設改築工事 電気・機械設備エ

261,000 上下水道部 下水道課 継続

178 農業集落排水事業

既存の農業集落排水処理施設の機能向上、長弄命化を目的とした、改

築及び改修工事を実施することで、快適な農村生活環境の維持 と公共

用水域の水質保全を図る。

(備考 )

比嘉地区
遠方監視装置―式、動力制御盤調整工事―式

ポンプ場非常用発電整備―式

55,43E 上下水道部 下水道課 継続

33.537 企画政策部 情報政策課 新規179 超高速プロー ドバン ド環境整備

促進事業 督  動闘 肋
情報政策課 新規コンピニ交付サー ビス事業 4,433 企画政策部180

181 地域拠点整備事業

O地域住民のコミュニティの槻!点 となる栗落施設の廷偏の促進

地域集落の拠点となる施設 (公民館等)を地域活動の貢献に繋がる有

効利用 (各種講座、伝統行事)を促進するための環境整備の一環で、

備品 (イ ス、テープル、音響等)の設置を目的とする。

「宮古島地域拠点整備事業補助金」を交付する。

5,000 生活環境部
まちづくり振興

班
継続

182 地域づ くり支援事業補助金

組みの支援
な宮吉島」推進す
て、宮古島市地域つ い 2.91C 生活環境部

まちづくり振興
班

継続

29



―運
番号

事 業 名 事 業 概 要 事業費 (千 円) 所管部 所管課
規
続

183 地域づ くり支援事業企画業務委託

O地域づくり活動の リーダーとなる人材の百成など

地域 リーダーの育成と共に行政との協働を進めるための人材育成を図

る。

※財団法人沖縄県市町村振興協会 (サマージャンボ宝くし収益金 )

2,500 生活環境部
まちづくり振興

班
継続

平成 29年度 `主要事業一覧

第?蔀 男女共南参歯社会の形成

184 男女共同参画推進事業

(う い ずうフラ つ き

け

団体や個人への
1 045 企画政策部 働 く女性の家 継続

第t節 平和への取ウ組み

185 平和事業

1曇
晉書晏寄著彗常老驚亀gそ尋零手想雰を亀亀:ご子争恙轟あ筈最に 引企画政策部 秘書広報課 継続

1第0節1効募哨・効果匈な行財政運1営の推進

その他

企画政策部 秘書広報課 継続

|「

1回の市発行広報議「広報みやこしま」の発行及び各家庭への配
広報誌編集・発行事業186

187 定員適正化計画の推進

プランにおいても、
る定員適正化計画を

平成
平成
平成
平成
平成

28
29
30
31
32

年度
年度
年度
年度
年度

753人
733人
713人
691人
668人

総務部 総務課 継続

188 効率的な組織機構の見直 し推進

組織の見Eしにつ

プラン」に基づき
政改革を推進 しま
行政組織について

いてIよ、平成28年度に策足した I tt」ス乗甲ぜR単
、PDCAサイクルで進行管理を行い引き続き行財
す。
は 、

貧
む

困に関する業務を移管
「係」を新設

就学児に関す してい
く 目

ら

ります。

総務部 総務課 継続

180 職員研修等を通 した人材育成の強化と

職員資質の向上

峨員の研修等については、菜務逐行に必要な缶肝倭に刀口え、職員の1屋 朦

に関する研修及び市民サー ビス向上に繁げていくための研修等の充実

を図 ります。
また、引き続き県の実務研修制度を活用 した、研修を行い職員の資

質向上に勢めます。

・ス トレスチエツク研修・監督者研修・管理者研修・税務研修・財務

会計研修・給与実務研修・法政執務研修・クレーム対応研修・新採用

1建 員研修・県実務研修

4,330 総務部 総務課 継続

190 公金収納業務効率化推進事業

納税方法 (コ ンピニ納付・ベイジーなど)を拡大することにより、納

税者の利便性を確保 し、納税意識の高揚を図るょ 29,688 会計課 会計課 継続

191 財政管理事務

本市の財政については、平成 28年度から地方交付税の引き下げが

始まってお り、平成 32年度までには約 30億円が段階的に減額され

ます。
また社会保障費や公共施設等インフラ基盤の老朽化による更新費用

が増加するものと見込まれており、今後の財政運営に大きく影響して
きます。
そのため各種基金の積み立てや「公共施設等総合管理計画」を基本

に施設の廃止、統廃合など公共施設の適正配置を図るとともに、更新
に係る費用の結減、市債発行の抑制による後年度における公債貴負担
の軽減を図るなど、徹底した財政の効率化を図り、財政健全に努めま

総務部 財政課 継続

192 総合庁舎整備事業

市民の利便性の向上や業務の効率化を図 り、かつ災吾時における災審

対策拠点となる総合庁舎の整備のため、基本構想・基本計画の策定を

行 う。
100,317

振興開発
プロジェク ト

局

継続

193
ふるさと納税事業

全国的にふるさと納税が活発に展開されている中、本市においても28

年度よリインターネッ トによる受付を開始 し、寄附者の利便性向上及

び地元特産品の販路拡大など本市の魅力を全国に発信することを目的

として事業を展開するとともに新たな財源の確保に努める。

43,1lG 企画政策部 企画調整課 継続

194 ―括交付金の効果的な活用の推進

ます。

た
る

し
企画政策部 企画調整課 継続

30



平成29年度 主要事業一覧

31

―運

番号
事 業 名 事 業 概 要 事業受 (千 円) 所管部 所管繰

新規
盤絲

195 下地島空港利活用

下地島聖湾及び周辺用地の利活用は、不▼Fの振興,E服 の護E爆剤 とア〔卜
‐

念糧資棗蚕漁協権警霜犯Ξ婚家号ぞ→野垢金曇こほ裂ぞ房得資宗議セ

:::::急身:::::ヒ :::阜:::鼻:拿:と三鑑
り組みます。

企画政策部 企画調整課 継続

196 高等教育機関の設置に向けた

取組の検討

して
ます

い

も

し
け

た め 企画政策部 企画調整課 継続

197
まち ,ひ と・しごと
創生総合戦略の推進

人口の増加 けては、看者が魅力
くり等が必的と感 じる雇用

要であ
と・し
積極的

る rま ち・ひ
協力のもとについて、

に し

企画政策部 企画調整課 継続



交付金充当額事 業 名担 当 部

「テレワーク@宮古島」推進事業

エコアイランド宮古島ブランド化推進事業

天然ガス利活用推進事業

バイオエタノニル製造日流通事業

164,790企画政策部

EV普及促進事業

ムイガー展望施設整備事業
44,836

与那覇湾環境総合整備事業
生活環境部

観光地アクセス道路環境美化強化事業

観光地公園環境美化強化事業 114,965

賑わいのまちづくり事業 (根間公園)

建設部

宮古島市海業センター整備事業

生鮮水産物流通条件不利性解消事業 279,578

トロピカルフルーツパーク機能強化事業

農林水産部

課題を抱える児童生徒の支援事業
24,951

選手派遣費補助金交付事業
教育部

宮古島市neO歴史文化ロード整備事業

博物館収蔵品目録等作成事業
4?,622生涯学習部

博物館基本計画策定事業

54,736伊良部島・下地島入江整備事業伊良部支所

宮古島オリジナルMICE促進事業

宮古島フラダンス全国大会支援事業

クルーズ船観光受け入れ体制強化事業

誘客促進事業

観光地受入環境整備事業

69,583

サイクルツーリズム推進事業

観光商工局

83,462上下水道部 地下水保全調査事業

5,922消防本部 救命処置普及強化支援事業

885,445▲
ロ 計

平成29年度 沖縄振興特別推進市町村交付金事業一覧
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